
  

 
 
 
 
       

安倍総理に介護・福祉・保育現場の窮状を訴え！ 

５月 22 日（金）の厚生労働委員会で、国光が安倍晋三内閣総理大臣に質問を行いました。 
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  御質問の機会をいただきましてありがとうご

ざいます。今日は安倍晋三総理大臣にお越しをいただ

いております。連日のコロナウイルス対策の対応、心

から感謝と敬意を表させていただきます。 

この社会福祉法等の一部を改正する法案は非常に重

要な法案であります。私自身も医療や介護、福祉の現

場でずっと仕事を重ねてきた人間です。介護・福祉・

保育は、ふだんから縦割り行政の弊害がよく指摘を受

ける分野です。これを包括的にワンストップで、ある

いは横断的に支援をしていくための法案です。 

さらに、私が意義深いと思っておりますのは、やはり新型コロナウイルスの対応の中

での役割です。新型コロナウイルス対策の中でもフロントラインでしっかり活動いただ

いているのが、この介護・福祉・保育の現場であろうかと思います。 

ただ、これらの現場は今非常に大きなストレスを抱えています。風評被害や過度なバ

ッシングにより離職も続いています。そして、緊急事態宣言が解除されて利用者の方が

戻ってくるときに、防護具、マスクやアルコール消毒がないといった現状があります。 

そして、経営です。この日本で経営に影響を受けていない事業者は恐らくほぼないか

と思いますが、介護・福祉・保育の現場も同じです。具体的には、団体が調べた数字を

拝見いたしますと、入所施設で全国平均10％から20％の減収になっており、通所だと

50％、多いところで60％の減収があるという状況です。 

私の地元茨城からも、そして全国からも非常にたくさん

の悲鳴が聞こえてきております。 

安倍総理、今ちょうど二次補正の議論もなされている

ところかと思います。ぜひ総理のリーダーシップで、フ

ロントラインで頑張っていらっしゃる、医療のみなら

ず、介護・福祉・保育の現場の皆様に、エールとともに

二次補正に向けた意気込みをお伺いできればと思いま

す。 
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注意：緊急事態宣言が出ておりますが、解除されましたら再開予定です 

           現在のこの厳しい状況の中にあって、まさに医療現場においては

医療従事者の皆様に大変な御尽力をいただいておりますが、今、国光委員御指摘のよう

に、医療従事者の皆さんのみならず、介護・福祉・保育等の現場で、そうした皆さんに

対して、必要なサービスを必要とされる方々にお届けするために業務を継続していただ

いておりまして、国としてもしっかりと必要な支援を行っていく考えであります。 

先般の緊急経済対策などにより、マスク等の物資の支援や職員確保に必要な費用の助

成等を実施しております。こうした対策に加えまして、第二次補正予算の編成に向け

て、自民党から、介護・福祉・保育等の事業者に対する経営支援や、福祉現場で働く人

材への支援等について御提言をいただいております。 

政府としては、新型コロナ対策のために大変厳しい状況にある介護・福祉・保育現場

の実情もよく踏まえながら、いただいた御提言について早急に具体化をしていく考えで

ありまして、しっかりと現場で頑張っている皆さんを支えていきたい、このように思っ

ています。 

    安倍総理、力強いお言葉を本当にありがとうございます。多くの現場の関係者に

とって、本当に温かい励みとなったかと思います。心から御礼を申し上げます。 

また、介護・福祉・保育の現場に非常に困難を生んでいる原因というのが、恐らく、

多くの事業者さんが小規模であることだと思います。その中で、本法案の一つの柱が、

社会福祉連携推進法人制度、つまり、さまざまな社会福祉法人や法人以外の主体も、一

つの包括的なネットワークで経営基盤の強化と人材確保の円滑化に向けた取り組みを進

めていくことができるということがあります。さらに現場を支えていくことができるよ

うに、お願いを申し上げたいと思います。 文責：国光あやの事務所 

〇安倍内閣総理大臣 

〇国光 


